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令
和
6
年
9
月
3
日（
火
）、

神
戸
文
化
ホ
ー
ル
・
中
ホ
ー

ル
に
お
い
て
、
令
和
6
年
度

神
戸
市
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
が

２
部
構
成
で
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、

老
人
ク
ラ
ブ
関
係
者
が
一
堂

に
会
し
、
功
労
者
の
労
を
ね

ぎ
ら
う
と
と
も
に
、
老
人
ク

ラ
ブ
活
動
の
さ
ら
な
る
推
進

と
高
齢
者
福
祉
の
向
上
を
目

指
す
目
的
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
は
ま
ず
、
第
１
部
の

「
式
典
」
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。
国
歌
斉
唱
と
黙
祷
に
続

き
、
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
シ
ニ
ア
ク
ラ

ブ
近
藤
豊
宣
理
事
長
に
よ
る

開
会
の
挨
拶
が
行
わ
れ
、
老

人
ク
ラ
ブ
が
地
域
社
会
に
お

い
て
果
た
す
重
要
な
役
割
に

つ
い
て
、
高
齢
者
が
健
康
で

活
力
あ
る
生
活
を
送
る
た
め

に
ク
ラ
ブ
活
動
が
い
か
に
意

義
深
い
か
を
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
に

対
す
る
感
謝
と
、
今
後
も
地

域
社
会
全
体
で
高
齢
者
福
祉

を
支
え
る
必
要
性
に
つ
い
て

も
触
れ
、
ク
ラ
ブ
の
発
展
に

向
け
た
意
気
込
み
を
語
り
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
来
賓
紹
介
が
行

わ
れ
、
神
戸
市
副
市
長
お
よ

び
神
戸
市
議
会
議
長
か
ら
祝

辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
祝

辞
の
中
で
、
両
氏
は
老
人
ク

ラ
ブ
活
動
が
地
域
の
高
齢
者

に
と
っ
て
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
そ

の
活
動
を
支
え
て
い
る
多
く

の
関
係
者
へ
の
感
謝
の
意
を

表
し
、
引
き
続
き
老
人
ク
ラ

ブ
が
地
域
社
会
に
貢
献
し
続

け
る
こ
と
へ
の
期
待
を
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

　

功
労
者
表
彰
で
は
、
理
事

長
表
彰
33
名
、
理
事
長
感
謝

39
名
、
会
員
増
強
対
策
優
良

ク
ラ
ブ
賞
22
団
体
が
受
賞

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表
者
が

理
事
長
か
ら
表
彰
を
受
け
ま

し
た
。
ま
た
、
全
国
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
活
動
賞
２
団
体

の
伝
達
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
は
、
高
齢
者

が
孤
立
せ
ず
、
社
会
参
加
や

生
き
が
い
を
持
っ
て
生
活
す

る
場
と
し
て
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
す
。
特
に
、

地
域
の
つ
な
が
り
を
深
め

る
活
動
を
推
進
し
、
高
齢

者
の
健
康
維
持
や
心
身
の

活
性
化
に
大
き
く
貢
献
し

て
い
る
点
が
表
彰
者
た
ち

の
功
績
と
し
て
高
く
評
価

さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
受
賞
者
を
代

表
し
て
森
松
リ
キ
子
氏
が

こ
れ
ま
で
の
活
動
へ
の
感

謝
を
述
べ
る
と
と
も
に
、

今
後
も
老
人
ク
ラ
ブ
を
通

じ
て
地
域
社
会
に
貢
献
し

続
け
る
決
意
を
表
明
し
ま

し
た
。
森
松
氏
の
力
強

い
言
葉
が
会
場
に
響
き
渡

り
、
式
典
は
感
動
の
う
ち

に
終
了
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
単
に
功
労

者
を
称
え
る
場
と
し
て
だ
け

で
な
く
、
老
人
ク
ラ
ブ
活
動

の
さ
ら
な
る
充
実
と
、
高
齢

者
福
祉
の
向
上
に
向
け
た
意

識
を
高
め
る
貴
重
な
機
会
と

な
り
ま
し
た
。
参
加
者
た
ち

は
、
ク
ラ
ブ
活
動
を
通
じ
て

地
域
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と

の
意
義
を
再
確
認
し
、
今
後

の
活
動
に
向
け
て
の
意
欲
を

新
た
に
し
ま
し
た
。

　

神
戸
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
の
今
後
の
発
展
が
期
待
さ

れ
る
と
と
も
に
、
地
域
社
会

全
体
で
高
齢
者
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り
が
ま

す
ま
す
進
め
ら
れ
る
こ
と
が

望
ま
れ
ま
す
。

「
演
芸
の
集
い
」

「
受
賞
者
一
覧
」
は

�

２
・
３
ペ
ー
ジ
へ

地道な活動に感謝地道な活動に感謝
　　顕著な成果を表彰　　顕著な成果を表彰
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KOBEシニアクラブ 令和６年11月10日　（日曜日）　 　（2）第709号

私たちはKOBEシニアクラブの活動をサポートしています

第
１
部
の
式
典
終
了
後
、休
憩
を
は
さ

み
行
わ
れ
た
第
２
部
「
演
芸
の
集
い
」
で
は
、

各
区
か
ら
集
ま
っ
た
16
団
体
に
よ
る
踊
り

や
演
奏
が
披
露
さ
れ
、会
場
は
一
気
に
華
や

い
だ
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

演
芸
の

�
集
い

北区北区
「あゝ サハリンの海」「あゝ サハリンの海」

中央区中央区
「彩雲」「彩雲」

須磨区須磨区
「真室川音頭・灘の酒造り祝い唄」「真室川音頭・灘の酒造り祝い唄」

灘区灘区
「亜麻色の髪の乙女」「亜麻色の髪の乙女」

西区西区
「八木節一代」「八木節一代」

兵庫区兵庫区
「琵琶湖周航の歌・ふるさと」「琵琶湖周航の歌・ふるさと」

垂水区垂水区
「京都二寧坂」「京都二寧坂」

東灘区東灘区
「小さな木の実・この街で」「小さな木の実・この街で」

長田区長田区
「村まつりメロディー・星影のワルツ」「村まつりメロディー・星影のワルツ」 令

和
６
年
度 

神
戸
市
老
人
ク
ラ
ブ
大
会（
第
２
部
）



KOBEシニアクラブ 第709号（3）　　　令和６年11月10日　（日曜日）

私たちはKOBEシニアクラブの活動をサポートしています

区

ク

ラ

ブ

名

氏
　

名

東
灘
区

魚
崎
郷
四
丁
目
OB
会

森
松
リ
キ
子

単
位
ク
ラ
ブ
会
長　

30
名

区

ク

ラ

ブ

名

氏
　

名

東
灘
区

赤

陽

会

南
原　

順
子

東
灘
区

西
岡
本
ク
ラ
ブ

伊
藤　

誉
雄

東
灘
区

岡

本

ク

ラ

ブ

山
田
シ
ヅ
子

灘

区

第
一
岩
屋
と
き
わ
会

砂
川　

興
一

灘

区

摩

耶

ク

ラ

ブ

黒
岩　

順
子

灘

区

新
南
さ
く
ら
会

山
本　

和
夫

灘

区

第
四
徳
井
ク
ラ
ブ

阪
本　

彰
一

灘

区

都

ク

ラ

ブ

濱
田
亀
志
政

灘

区

鶴

甲

白

寿

会

土
橋
イ
サ
子

灘

区

第
二
摩
耶
ク
ラ
ブ

道
中　

昭
雄

中
央
区

相

川

寿

会

山
本　

久
計

中
央
区

筒

朋

会

西
田　

武
富

兵
庫
区

五

宮

喜

楽

会

岸
本　

隆
子

兵
庫
区

三

寿

老

人

会

奥
田
登
久
子

兵
庫
区

大
開
あ
じ
さ
い
会

前
川
妃
都
美

北

区

悠

遊

ク

ラ

ブ

𠮷
田　

幹
子

北

区

山
の
街
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

畑
山　

輝
雄

北

区

長
尾
町
福
寿
会

馬
場　

聰
彦

北

区

高
原
と
き
わ
会

佐
藤
か
な
め

長
田
区

か

ん

な

で

会

森
蔭　

明
行

須
磨
区

多
井
畑
松
風
会

中
北　

昌
博

須
磨
区

竜
が
台
朗
友
会

川
部　

忠
夫

垂
水
区

多
聞
台
と
き
わ
会

北
山　

淳
一

垂
水
区

中
山
老
人
ク
ラ
ブ

南
川　

啓
治

垂
水
区

小
束
山
む
つ
み
会

湊　
　

惠
子

垂
水
区

桃
山
台
ク
ラ
ブ

山
本　
　

寿

垂
水
区

き
ず
な
ク
ラ
ブ

田
中　

英
一

西

区

今

津

寿

楽

会

花
川
淳
一
郎

西

区

王

塚

福

寿

会

中
尾
冨
美
江

西

区

樫
野
台
倶
楽
部

傳
田　

雅
明

各
種
部
会
委
員　

２
名

各
種
部
会
委
員　

２
名

区

ク

ラ

ブ

名

氏
　

名

灘

区

摩
耶
イ
ー
ス
ト
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

山
本　

健
雄

中
央
区

山
手
５
・
６
寿
楽
会

井
上　

末
子

区

ク

ラ

ブ

名

氏
　

名

東
灘
区

茶

屋

明

楽

会

雨
宮　

栄
彦

東
灘
区

本

山

ク

ラ

ブ

前
田　

邦
夫

東
灘
区

御
影
ひ
ふ
み
会

松
井　

和
子

東
灘
区

住
吉
き
ず
な
倶
樂
部

近
藤　

勝
則

東
灘
区

森

ク

ラ

ブ

宗
重　

正
幸

灘

区

上
野
悠
々
ク
ラ
ブ

川
中　

道
子

灘

区

第
三
徳
井
ク
ラ
ブ

宮
下
由
利
子

中
央
区

花

隈

長

寿

会

岸
本　

悦
子

中
央
区

雲

中

長

寿

会

北
村　

佳
子

兵
庫
区

岡

方

寿

光

会

矢
崎　
　

均

北

区

君

影

香

蘭

会

木
谷　

泰
之

北

区

中

里

楽

山

会

藤
原
玉
太
郎

北

区

五

葉

楽

の

会

髙
橋　

克
己

北

区

筑

栄

会

近
藤　

嘉
邦

北

区

日
の
峰
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

井
上　
　

亨

北

区

淡

河

寿

会

南
山　
　

収

須
磨
区

東
須
磨
永
寿
会

嶋
谷　

敏
子

須
磨
区

ル
ネ
須
磨
ふ
れ
あ
い
ク
ラ
ブ

嶺
村　

路
子

須
磨
区

遊

遊

ク

ラ

ブ

小
堀　
　

豊

垂
水
区

名

谷

西

友

会

中
谷　

正
敏

垂
水
区

東
部
老
人
ク
ラ
ブ

鴨
川　

則
幸

垂
水
区

霞
ケ
丘
健
寿
会

長
谷
川　

明

垂
水
区

つ
つ
じ
が
丘
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

新
谷　

寛
子

西

区

玉
津
東
寿
楽
会

正
木　

龍
次

西

区

出

合

長

寿

会

末
長　

則
幸

西

区

前
開
中
ク
ラ
ブ

竹
本　
　

功

西

区

福

谷

長

寿

会

川
崎　

正
己

西

区

井
吹
台
東
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

村
田　
　

徹

西

区

恵

友

会

佐
藤　

安
雄

西

区

き

ら

く

会

實
本　

和
馬

西

区

朝
日
が
丘
む
つ
み
会

高
田　

公
子

西

区

悠

悠

会

中
津
川
図
南
雄

区

ク

ラ

ブ

名

氏
　

名

東
灘
区

空

区

明

楽

会

尾
﨑
美
喜
子

灘

区

都

ク

ラ

ブ

濱
田
亀
志
政

北

区

高
原
と
き
わ
会

佐
藤
か
な
め

垂
水
区

小
束
山
む
つ
み
会

湊　
　

惠
子

垂
水
区

桃
山
台
ク
ラ
ブ

山
本　
　

寿

西

区

樫
野
台
４
丁
目
春
秋
会

片
田　
　

宏

西

区

出

合

長

寿

会

末
長　

則
幸

会
員
増
強
対
策
優
良
ク
ラ
ブ
賞　

22
団
体

区

ク

ラ

ブ

名

氏
　

名

東
灘
区

前
田
町
さ
つ
き
会

溝
端　

一
美

東
灘
区

魚

崎

親

交

会

佐
藤
僖
久
男

東
灘
区

本
山
南
町
喜
楽
会

吉
田　

叡
子

灘

区

高

羽

楠

会

前
田
や
す
子

北

区

星

和

台

寿

会

新
井　

忠
吉

北

区

筑

栄

会

宮
田　
　

潤

北

区

陵

楓

会

宮
﨑
恒
二
郎

北

区

泉

寿

ク

ラ

ブ

髙
口　
　

昇

北

区

日
の
峰
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

清
水　

和
夫

北

区

桂
木
ひ
ふ
み
会

小
田　

豊
光

北

区

藤
原
カ
リ
ヨ
ン
会

山
田　

隆
己

北

区

有
野
台
鶴
令
会

天
野
征
一
郎

北

区

八

多

明

寿

会

向
井　

眞
一

須
磨
区

須
磨
長
寿
ク
ラ
ブ

高
見　

省
吾

須
磨
区

菅
の
台
ひ
い
ら
ぎ
会

青
木　

繁
次

須
磨
区

権

現

桜

寿

会

原
田　

末
子

須
磨
区

神
の
谷
コ
ス
モ
ス
ク
ラ
ブ

青
山　

治
雄

須
磨
区

北
須
磨
健
友
会

藤
井　

良
一

垂
水
区

東
部
老
人
ク
ラ
ブ

鴨
川　

則
幸

垂
水
区

桃
山
台
ク
ラ
ブ

山
本　
　

寿

垂
水
区

つ
つ
じ
が
丘
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

森　
　

好
一

垂
水
区

狩
口
シ
ニ
ア
倶
楽
部

庄
司　

庸
男

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
活
動
賞　

２
団
体

区

ク

ラ

ブ

名

氏
　

名

垂
水
区

五
色
山
健
寿
会

藤
井　

善
弘

西

区

西
神
第
一
美
賀
多
台
ク
ラ
ブ

平
野　

陽
子

理
事
長
表
彰
（
敬
称
略
）　

役
員　

１
名

理
事
長
感
謝　

単
位
ク
ラ
ブ
会
長　

32
名

各
種
部
会
委
員　

７
名

神戸市老人クラブ連合会
理事長表彰・感謝等

受賞おめでとうございます

　９月３日（火）に開催された神戸市老人クラブ大会では、
長年にわたり市老連役員、単位クラブ会長として、老人クラ
ブの育成発展と活動の活性化に尽くされた方々や、各種部
会等で事業の遂行に尽力するなど市老連の発展、高齢者
福祉の向上に顕著な功績が認められる方々を表彰しました。
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私たちはKOBEシニアクラブの活動をサポートしています

区
老
連
だ
よ
り

区
老
連
だ
よ
り

西
区
老
連

第
28
回
健
康
増
進
遠
征
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

東
灘
区
老
連

価
値
あ
る
ひ
と
と
き
を
実
感
し
た

�

「
近
江
八
幡
ウ
ォ
ー
ク
」

物
）
へ
。
建
物
は
昭
和

５
年
に
建
築
、平
成
16

年
に
改
築
さ
れ
、現
在

は
福
祉
と
ア
ー
ト
が
交

差
す
る
施
設
「
ボ
ー
ダ

レ
ス
・
ア
ー
ト
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ムNO-M

A

」
と
し

て
一
般
公
開
さ
れ
て

い
ま
す
。

野
間
清
六
氏
は
江
戸
中
期
に
下
総

（
茨
城
県
）
に
出
店
。
醸
造
業
を
営
み
、

近
江
屋
久
右
衛
門
と
称
し
、大
き
な

勢
力
を
築
い
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ち
な
み
に
、そ
の
野
間
清
六
氏
の
孫
に

あ
た
る
人
が
私
が
所
属
す
る
森
ク
ラ

ブ
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
こ
と
を
付
け

加
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
明
治

に
入
っ
て
、最
後
の
当
主
が
書
画
な
ど

を
好
み
、愛
好
す
る
文
化
人
と
し
て
の

活
躍
を
希
望
し
た
た
め
、明
治
23
年
に

家
業
を
た
た
ま
れ
、自
主
廃
業
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

日
清
戦
争
の
頃
、「
日
本
誉
」
と
い

う
酒
を
販
売
、売
上
を
大
き
く
伸
ば

し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
愛
飲

家
と
し
て
大
変
気
に
な
る
日
本
酒
だ

と
強
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。「
人
生
は

ボ
ー
ダ
レ
ス
」
と
言
わ

れ
ま
す
が
、も
っ
と
深

く
さ
ぐ
っ
て
み
た
い
と

強
く
考
え
る
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

歴
史
と
は
何
か
？
人

生
と
は
何
か
？
今
回
の

「
近
江
八
幡
ウ
ォ
ー
ク
」

は
価
値
あ
る
ひ
と
と
き

で
し
た
。　

７
月
29
日
（
月
）。
気
温
は
34
℃
、

蒸
し
暑
く
ウ
ォ
ー
ク
は
限
界
！
た
だ

一
言
、「
暑
い
」
と
叫
び
た
い
！

私
だ
け
で
な
く
、多
く
の
参
加
者
の

皆
さ
ま
が
強
く
感
じ
ら
れ
た
と
思
い

ま
す
。
も
う
一
度
、訪
れ
て
み
た
い
街

も
、こ
の
暑
さ
に
は
我
慢
の
限
界
が
正

直
な
気
持
ち
で
す
。
そ
ん
な
中
、散
歩

中
に
道
を
尋
ね
た
高
齢
女
性
よ
り
「
ま

た
、お
こ
し
や
す
」
と
声
を
掛
け
ら
れ

て
、一
瞬
と
は
い
え
、心
和
む
ひ
と
と

き
で
し
た
。
そ
の
時
、ふ
と
心
に
よ

ぎ
っ
た
の
は
晩
秋
の
涼
し
い
時
期
に

再
度
訪
れ
て
み
た
い
気
持
ち
で
し
た
。

私
は
ワ
ー
ル
ド
ツ
ア
ー
シ
ス
テ
ム

さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
マ
ッ
プ
か
ら

少
し
ハ
ズ
レ
た
所
、永
原
町
通
り
に

あ
る
京
風
数
寄
屋
造
り
の
町
屋
（
野

間
家
の
分
家
、本
家
は
向
か
い
の
建

日
程
は
６
月
25
日（
火
）、26
日（
水
）の

２
日
間
、鳥
取
で
開
催
し
ま
し
た
。
各
地

区
よ
り
総
数
135
名
の
参
加
者
が
あ
り
、山

陽
自
動
車
道
、権
現
湖
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア

に
バ
ス
４
台
が
集
合
、人
数
確
認
、弁
当
等

の
詰
め
込
み
を
行
い
出
発
し
ま
し
た
。

前
回
ま
で
は
、
２
日
間
の
合
計
上
位
３

名
お
よ
び
10
位
ま
で
を
表
彰
対
象
と
し
て

い
ま
し
た
が
、運
営
委
員
会
で
、女
性
の
方

に
も
上
位
３
位
ま
で
表
彰
を
と
の
声
が
あ

り
、今
回
よ
り
対
応
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

１
日
目
、天
候
は
曇
り
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、ス
ポ
ー
ツ
部
会
名
引
部
長
の
開
催

宣
言
で
、グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
発
祥
の
地

「
潮
風
の
丘
と
ま
り
」で
４
コ
ー
ス
に
分

れ
て
ゲ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
。
蒸
し
暑
い
中
、

水
分
補
給
休
憩
を
と
り
な
が
ら
、プ
レ
ー

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
プ
レ
ー
後
は

宿
泊
先
の「
は
わ
い
温
泉
千
年
亭
」
に
向

か
い
、各
自
、入
浴
を
す
ま
せ
食
事
会
場

に
。
久
し
ぶ
り
に
お
会
い
す
る
方
と
の
歓

談
等
で
盛
り
上
が
り
、カ
ラ
オ
ケ
も
あ
り
、

楽
し
い
ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。

２
日
目
は
、白
兎
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

場
に
移
動
し
、ト
リ
ッ
キ
ー
な
コ
ー
ス
と
格

闘
し
な
が
ら
、各
チ
ー
ム
と
も
、和
気
あ
い

あ
い
と
プ
レ
ー
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
２
日

間
プ
レ
ー
を
し
て
体
調
を
崩
さ
れ
た
方
も

お
ら
ず
、有
意
義
な
時
間
を
過
す
こ
と
が
で

き
た
と
思
い
ま
す
。

で
は
、ま
た
来
年
も
鳥
取
で
会
い
ま

し
ょ
う
。

順　位 氏　名 所　属
1位 柳瀬　勝実 枦谷長寿会
2位 池内　新弥 枦谷長寿会
3位 中野　隆司 西神美春

▼大会結果：男性の部　　　　　　　　　　��（敬称略）

順　位 氏　名 所　属
1位 藤井　明代 枦谷長寿会
2位 雪永せつ子 枦谷長寿会
3位 藤岡眞由美 枦谷長寿会

▼大会結果：女性の部　　　　　　　　　��　（敬称略）

開会式の様子開会式の様子

女性部の部入賞者女性部の部入賞者

男性の部入賞者男性の部入賞者



KOBEシニアクラブ 第709号（5）　　　令和６年11月10日　（日曜日）

私たちはKOBEシニアクラブの活動をサポートしています

北
区
老
連

第
49
期
老
人
大
学
開
講

長
田
区
老
連

単
位
ク
ラ
ブ
の
困
り
ご
と
に
積
極
支
援
を

�

ク
ラ
ブ
運
営
支
援
部
隊
（
仮
称
）を
創
設

老
人
ク
ラ
ブ
の
衰
退
が
喧
伝
さ

れ
て
い
る
。
原
因
と
し
て
言
わ
れ

て
い
る
の
が
、⑴
60
歳
～
70
歳
代
は

現
役
と
し
て
働
く
⑵
老
人
ク
ラ
ブ
に

「
魅
力
が
な
く
な
っ
た
」（
他
に
多

く
の
魅
力
的
な
行
事
・
企
画
が
あ

る
）
⑶
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
個
人
化

が
進
む
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及

で
情
報
入
手
、趣
味
や
仲
間
づ
く

り
が
容
易
に
な
っ
た
）
⑷
会
長
後
継

者
不
在
、リ
ー
ダ
ー
欠
如
等
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
指
摘

に
つ
い
て
は
、単
位
ク
ラ
ブ
が
自
ら

創
意
・
工
夫
に
よ
っ
て
仲
間
づ
く
り

の
核
と
な
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。中

で
も
、区
老
連
と
し
て
早
急
に

手
立
て
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
の

が
⑷
の
会
長
後
継
者
不
在
（
高
齢

引
退
・
死
去
等
）に
よ
っ
て
、単
位

ク
ラ
ブ
が
休
会
や
解
散
に
追
い
込

ま
れ
、所
属
す
る
会
員
が
放
置
さ
れ

て
い
る
現
状
に
注
視
す
る
こ
と
が

緊
要
と
な
っ
て
い
る
。

長
田
区
老
連
政
策
室
は
、
９
月

度
の
常
任
理
事
会
、理
事
会
に
次

の
問
題
提
起
を
行
っ
た
。

①�

会
長
後
継
者
に
不
安
が
あ
る
ク

ラ
ブ
の
情
報
入
手
を
行
う
。
組

織
に
ネ
ッ
ト
を
張
り
巡
ら
す

②�

常
任
理
事
会
内
部
に
、「
ク
ラ
ブ

運
営
支
援
部
隊
」（
仮
称
）
を
創

設
す
る

７
月
30
日（
火
）と
31
日（
水
）の

２
日
間
に
わ
た
り
、し
あ
わ
せ
の
村
神

戸
市
シ
ル
バ
ー
カ
レ
ッ
ジ
に
お
い
て
、

北
区
老
連
の
第
49
期
老
人
大
学
が
開

講
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
１
階
の
ふ
れ

あ
い
ホ
ー
ル
で
は
文
化
展
が
開
催
さ
れ
、

展
示
さ
れ
た
５
部
門（
書
・
絵
画
・

写
真
・
短
歌
・
俳
句
）の
作
品
が
来

場
者
の
目
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

初
日
は
ま
ず
開
校
式
が
あ
り
、北

区
老
連
久
保
会
長
、来
賓
の
北
区
三

木
区
長
、北
神
山
本
担
当
区
長
の
あ

い
さ
つ
を
経
て
、北
警
察
署
生
活
安
全

課
の「
特
殊
詐
欺
の
現
状
対
策
」の
講

義
を
受
け
ま
し
た
。
そ
し
て
メ
イ
ン
イ

ベ
ン
ト
の
い
き
い
き
演
芸
会
で
は
11
ク

ラ
ブ
が
、民
謡
・
新
舞
踊
・
詩
吟
・
三

味
線
な
ど
日
ご
ろ
の
練
習
成
果
を
思

う
存
分
に
披
露
し
ま
し
た
。
最
後
は

河
内
音
頭
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
、観

客
は
出
演
者
に
大
き
な
拍
手
を
送
り

会
場
は
大
盛
況
で
し
た
。

２
日
目
は
文
化
展
の
入
賞
者
の
表

彰
式
が
行
わ
れ
、受
賞
者
が
壇
上
で
賞

③�

単
位
ク
ラ
ブ
に
休
止
や
解
散
の

懸
念
が
あ
る
場
合
は
、組
織
維
持

へ
の
支
援
を
申
し
出
て
も
ら
う

④�

支
援
部
隊
が
ク
ラ
ブ
維
持
に
危

機
が
あ
る
と
の
情
報
を
得
た
場

合
は
、当
該
ク
ラ
ブ
に
支
援
部
隊

を
送
り
、種
々
の
問
題
や
課
題
を

聞
き
取
り
、解
決
策
を
と
も
に
模

索
す
る

⑤�

後
継
者
問
題
を
は
じ
め
、ク
ラ
ブ

諸
運
営
に
つ
い
て
相
談
に
乗
り
、

解
決
を
図
る

⑥�

ク
ラ
ブ
か
ら
得
た
情
報
は
、支

援
部
隊
内
で
は
共
有
す
る
が
、他

へ
の
情
報
漏
洩
は
厳
禁
と
す
る
。

相
互
信
頼
関
係
構
築
お
よ
び
維

持
が
不
可
欠
と
な
る

ク
ラ
ブ
減
少
、会
員
減
少
の
最

大
問
題
を
、本
件
に
お
き
日
常
的

な
支
援
体
制
を
整
え
る
こ
と
に
活

路
を
見
出
す
。
も
ち
ろ
ん
、新
規
ク

ラ
ブ
加
入
、単
位
ク
ラ
ブ
に
お
け
る

会
員
増
員
は
当
然
の
ご
と
く
並
行

し
て
行
う
。
長
田
区
老
連
は
、ま
だ

「
組
織
決
定
」
を
し
た
案
件
で
は
な

い
が
、今
後
、規
約
改
正
を
せ
ず
、

運
用
問
題
と
し
て
活
性
化
を
図
る
、

「
待
ち
の
姿
勢
」
か
ら
「
打
っ
て
出

る
挑
戦
」
を
行
う
。
ヒ
ン
ト
を
い
た

だ
い
た
垂
水
区
老
連
の
単
位
ク
ラ

ブ
へ
の
役
員
派
遣
（
規
約
改
正
）
が

参
考
に
な
っ
た
。
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

状
を
受
け
取
り
ま
し
た
。
そ
し
て
昨

年
度
に
引
き
続
き
、フ
レ
イ
ル
予
防
と

健
康
体
操
で
身
体
を
ほ
ぐ
し
た
後
、北

警
察
署
交
通
課
に
よ
る
交
通
安
全
指

導
を
受
け
ま
し
た
。

最
後
は
兵
庫
県
警
察
音
楽
隊
に
よ

る
吹
奏
楽
の
演
奏
で
し
た
が
、通
常
の

演
奏
以
外
に
、特
殊
詐
欺
の
替
え
歌
な

ど
を
織
り
込
ん
だ
迫
力
あ
る
舞
台
に

会
場
は
大
喜
び
！
大
き
な
拍
手
を
送

り
、第
49
期
老
人
大
学
は
無
事
終
了

し
ま
し
た
。

兵庫県警察音楽隊兵庫県警察音楽隊

詩吟披露詩吟披露

作品を鑑賞される三木北区長作品を鑑賞される三木北区長

当日は多くの方が訪れました当日は多くの方が訪れました



KOBEシニアクラブ 令和６年11月10日　（日曜日）　 　（6）第709号

私たちはKOBEシニアクラブの活動をサポートしています

中
央
区

　

ポ
ー
住
宝
寿
会

�

柿
原　

仁
一

　「
定
例
会
・
誕
生
会
」の
開
催

ク
ラ
ブ
だ
よ
り

ク
ラ
ブ
だ
よ
り

８
月
24
日
（
土
）
午
前
10

時
か
ら
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド

住
宅
集
会
所
に
お
い
て
、毎

月
第
４
土
曜
日
に
開
催
し
て

い
る
「
定
例
会
・
誕
生
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

冒
頭
、会
長
か
ら
定
例
会

の
内
容
と
し
て
、最
近
の
宝

寿
会
の
動
き
や
９
月
の
行
事

予
定
な
ど
の
報
告
が
あ
り
、

特
に
９
月
３
日
（
火
）
の
文

化
ホ
ー
ル
で
の
「
神
戸
市
老

人
ク
ラ
ブ
大
会
・
演
芸
の
集

い
」
に
は
、宝
寿
会
の
大
正

琴
ク
ラ
ブ
が
出
演
す
る
事
。

９
月
29
日
（
日
）
に
開
催
す

る
区
老
連
「
敬
老
お
楽
し
み

会
」
や
港
島
自
治
連
合
協
議

会
が
主
催
す
る
「
港
島
音
楽

誕生祝いに花束贈呈誕生祝いに花束贈呈

60名以上が参加しました60名以上が参加しました

祭
」
に
大
正
琴
ク
ラ
ブ
・
童

謡
唱
歌
ク
ラ
ブ
の
合
唱
、オ

カ
リ
ナ
演
奏
で
の
出
演
な
ど

の
紹
介
と
皆
で
応
援
に
出
か

け
よ
う
と
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

引
き
続
き
「
誕
生
会
」
に

移
行
し
、
８
月
誕
生
者
は
11

名
で
し
た
。

誕
生
月
者
全
員
に
花
束
を

贈
呈
し
、一
人
ひ
と
り
に
ピ
ア

ノ
伴
奏
で
参
加
会
員
全
員
で

「
ハ
ッ
ピ
ー
バ
ー
ス
デ
ー
」
を

歌
っ
て
お
祝
い
を
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、お
菓
子
、ジ
ュ
ー

ス
、ア
ル
コ
ー
ル
も
少
し
、飲

め
な
い
人
に
は
ノ
ン
ア
ル
コ
ー

ル
ビ
ー
ル
も
用
意
を
し
て
60

名
を
超
え
る
会
員
さ
ん
の
集

ま
り
の
中
、乾
杯
の
音
頭
の

後
、話
に
花
を
咲
か
せ
ま
し

た
。９

月
の
「
定
例
会
・
誕
生

会
」
は
、老
人
の
月
で
も
あ

り
毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る

非
日
常
の
ひ
と
時
を
楽
し
む

た
め
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
の

ア
リ
ス
ト
ン
ホ
テ
ル
神
戸
に

お
い
て
「
敬
老
食
事
会
」
を

開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

時
間
を
忘
れ

　
　

楽
し
く
交
流



KOBEシニアクラブ 第709号（7）　　　令和６年11月10日　（日曜日）

私たちはKOBEシニアクラブの活動をサポートしています

垂
水
区

　

五
色
山
健
寿
会

�
笹
浦　

健
一

　
の
ば
そ
う
！
健
康
寿
命
、担
お
う
！
地
域
づ
く
り
を

９
月
３
日
（
火
）、神
戸
市

老
人
ク
ラ
ブ
大
会
に
お
い
て
、

私
た
ち
五
色
山
健
寿
会
は
、

令
和
３
年
度
に
続
き
、令
和

６
年
度
の
全
国
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
「
活
動
賞
」
を
受
賞

す
る
栄
誉
に
あ
ず
か
り
ま
し

た
。
少
し
面
映
く
も
あ
り
ま

す
が
、日
ご
ろ
の
仲
間
づ
く

り
の
活
動
が
評
価
さ
れ
た
も

の
と
有
難
く
拝
受
い
た
し
ま

し
た
。

ま
た
、当
年
度
の
モ
デ
ル

活
動
事
業
に
選
考
さ
れ
た�

〟
ク
ラ
ブ
の
活
動
状
況
を
地

元
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の

「
GO
健
！
ク
ラ
ブ
リ
ポ
ー
ト
」

の
地
域
全
戸
配
布
事
業„

も

婦
人
会
の
協
力
を
得
て
、10

月
初
め
に
配
布
を
終
え
、現

在
そ
の
反
響
に
期
待
を
寄
せ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

私
た
ち
五
色
山
健
寿
会

は
、全
老
連
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ

「
の
ば
そ
う
!
健
康
寿
命
、

担
お
う
！
地
域
づ
く
り
を
」

の
も
と
、健
康
で
心
豊
か
な

ク
ラ
ブ
活
動
を
目
指
し
て
各

事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

テ
ー
マ
の
前
半
「
の
ば
そ

う
！
健
康
寿
命
」
に
つ
い
て

は
、今
年
も
６
月
19
日
（
水
）

に
当
ク
ラ
ブ
主
催
の
体
力
測

定
会
を
40
名
近
い
会
員
の
参

加
を
得
て
開
催
し
、自
ら
の

体
力
の
現
状
と
推
移
を
確
認

し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
９
月
22
日

（
日
）
の
健
康
講
演
会
や

ア
ジ
ュ
ー
ル
舞
子
で
の
毎
日

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
会
を
開
催
し
、

10
月
24
日
（
木
）
に
は
神
戸

須
磨
シ
ー
ワ
ー
ル
ド
へ
施
設

見
学
を
兼
ね
た
歩
こ
う
会
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、ラ
ジ
オ
体
操
や
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や
輪
投
げ
な

ど
の
サ
ー
ク
ル
活
動
も
推
奨

し
て
い
て
、あ
ら
ゆ
る
フ
ェ
ー

ズ
で
会
員
の
健
康
寿
命
の
延

伸
に
注
力
し
て
い
ま
す
。

テ
ー
マ
の
後
半
「
担
お
う
！

地
域
づ
く
り
を
」
に
つ
い
て
は
、

地
域
の
協
議
会
の
要
職
を
複

数
担
当
し
て
、地
域
活
動
の

拡
が
り
と
深
化
の
一
翼
を
担

い
、特
に
新
企
画
「
男
の
居

場
所
づ
く
り
」
で
は
マ
ジ
ッ
ク

教
室
や
囲
碁
教
室
等
の
運
営

を
主
導
し
て
、高
い
評
価
を

得
て
い
ま
す
。

ま
た
、地
域
の
子
ど
も
会

と
コ
ラ
ボ
し
て
、
６
月
16
日

（
日
）
子
ど
も
と
の
交
流
企

画
「
サ
ー
キ
ッ
ト
で
ビ
ン
ゴ
」

を
開
催
、公
園
は
子
ど
も
た

ち
の
歓
声
で
溢
れ
か
え
り
ま

し
た
。
そ
し
て
、10
月
27
日

「男の居場所づくり」囲碁教室「男の居場所づくり」囲碁教室 ラジオ体操で健康維持ラジオ体操で健康維持

子ども会とコラボ「サーキットでビンゴ」子ども会とコラボ「サーキットでビンゴ」

（
日
）
に
は
、ハ
ロ
ウ
ィ
ン
「
五

色
山
東
公
園
ま
つ
り
」
を
、

12
月
１
日
（
日
）
に
は
、ミ
ニ

運
動
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

特
に
、地
域
の
方
々
か
ら

お
礼
の
お
声
が
け
を
い
た
だ

く
こ
と
が
大
変
励
み
に
な
っ

て
い
る
月
２
回
の
清
掃
活
動

な
ど
も
注
力
し
て
い
る
事
業

の
ひ
と
つ
で
す
。

こ
こ
３
年
会
員
数
も
増
加

に
転
じ
て
お
り
、更
な
る
高

み
を
目
指
し
て
、熱
く
活
動

し
て
い
ま
す
。

神戸市老連のホームページには、シニアライフを
もっと楽しく、健康的におくるための情報が充実！
◀QRコードからぜひチェックしてみてください！

市老連HPもぜひご覧ください！
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私たちはKOBEシニアクラブの活動をサポートしています

・
政
治
家
は
寄
附
を
贈
ら
な
い
!

・
有
権
者
は
政
治
家
に
寄
附
を
求
め
な
い
! 

・
政
治
家
か
ら
寄
附
を
受
け
取
ら
な
い
!

お
金
の
か
か
ら
な
い
明
る
い
選
挙
を
実
現
す

る
た
め
に『
寄
附
の
な
い
三
な
い
運
動
』を

す
す
め
ま
し
ょ
う
。

お歳暮やお年賀 入学祝・卒業祝

葬式の花輪・供花 落成式・開店祝の花輪
町内会の集会や旅行などの
催物への寸志や飲食物の差入

病気見舞い
秘書等が代理で出席する
場合の結婚祝

秘書等が代理で出席する
場合の葬式の香典

お祭りへの寄附や差入
地域の運動会やスポーツ大会
への飲食物の差入

神戸市選挙管理委員会（☎３２２ｰ５８１５）

禁止されている寄附の例禁止されている寄附の例 明るい選挙を
実現しましょう

☎

開催日:2024年（令和6年）
　　　　11月11日（月）・13日（水）・
  19日（火）・21日（木）・22日（金）
時　間:13:00〜16:00（受付時間12:30〜14:00）
  授業見学は13:00/13:30/14:00（入替制）
申　込:予約不要。お好きな時間にご見学ください。
　　　  ※学生募集期間は2025年（令和7年）
　　　  1月14日（火）〜1月24日（金）の予定です。
<申し込み・お問合せ先>
シルバーカレッジ事務局　電話078-743-8100
神戸市北区しあわせの村1番16号
詳細はhttps://kobe-sc.orgか右記QRコードにアクセス

　57歳以上の神戸市民を対象とした生
涯学習施設です。授業および学園生活
の一部、施設を自由に見学いただけます。

神戸市シルバーカレッジ  オープンキャンパス

で
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私たちはKOBEシニアクラブの活動をサポートしています

老人クラブ会員に限ります。1人１口加入で年齢制限はありません。

老人クラブ会員向けに傷害保険・賠償責任保険で安心補償

①対 象：

〒100-0013  東京都千代田区霞が関３-３-２  新霞が関ビル５階

公益財団法人

〈取扱代理店〉有限会社 シニアサービス社　TEL.03-3597-8768
〈引受幹事保険会社〉 東京海上日動火災保険株式会社 医療・福祉法人部　TEL.03-3515-4143

ホームページ  http://www.senior-ltd.com/ メールアドレス  hoken@senior-ltd.com

03-3597-8770お問い合わせ
ご相談 先専用FAX 03-3597-8767加入申込書等、

資 料 請 求 先

受付時間 9：30から12：00まで〈土、日、祝祭日、年末年始休〉13：00から17：00まで

③補償範囲・掛金タイプ：

※この広告は、以下の商品についてご紹介したものです。
【老人クラブ傷害保険】
老人クラブ団体傷害保険特約付帯傷害保険・総合生活保険（傷害補償）

【老人クラブ賠償責任保険】
施設賠償責任保険・生産物賠償責任保険
ご加入にあたっては、必ず「パンフレット」「概要」「重要事項説明書」をよ
くお読みください。詳細は、ご契約者である団体の代表者にお渡しして
あります保険約款によりますが、ご不明な点は、代理店までお問い合わ
せください。

②保険始期月および保険期間： 年に２回の募集となります。

10月
4月

10月1日午後4時から1年間
  4月1日午後4時から1年間

手続き期間（締切日厳守）
2024年7月15日～9月15日まで
2025年1月15日～3月15日まで

◆この保険の対象は、全国老人クラブ連合会に連なる都道府県・指定都市老連および市区町村老連に加入している単位老人クラブです。
◆全国老人クラブ連合会が契約者となり、各単位老人クラブで取りまとめて申し込む団体保険です。個人での加入手続きはできません。
◆新規加入をご希望、ご検討の際は、クラブで担当者を決めて全老連「保険係」まで資料をご請求ください。
〈資料請求受付期間〉

日常生活全般のケガを補償。
自転車事故を含む個人賠償責任補償や地震・噴火・津波補償、熱中症危険補償が付いたタイプ
もあります。
老人クラブ活動中のケガを補償

2024年2月作成　23TC-008004

【 傷 害 保 険 】4月始期⇒ 1/4から2月末頃まで、10月始期⇒ 7/1から8月末頃まで
【賠償責任保険】随時受付中

◆24時間型…

◆ 活 動 型…

2024年
2025年

2024年
2025年

保険始期月 保険期間

自分がケガをした時の保険です。（病気は対象外）傷害保険

単位老人クラブ（全員加入が条件となります）　  毎年10月から1年間（中途加入可）　  1人年額100円（最低引受保険料3,000円）　  支払限度額1億円
①対 象 ③掛 金②保険期間 ④補 償

いきいき活動を
支える

他人の物を壊したり、ケガをさせた時＊1の保険。〈自分のケガは対象になりません。〉
＊１ 法律上の賠償責任が伴う老人クラブ活動中の対人・対物事故が対象です。往復途上は対象外。賠償責任保険老人クラブ

老人クラブ

今なら新規会員
100名に素敵な
ミニトートバッグを
プレゼント！
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文
芸
欄

文
芸
欄

短　歌短　歌
俳
　
句

俳
　
句

紅
梅
会
（
東
灘
区
）

念
い
願
ひ
湧
き
出
ず
雫
若
葉
光�

朋　

子

年
々
に
足
の
衰お

と
ろ

へ
冨
士
登
山�

美
恵
子

昼
寝
覚
め
夢
の
つ
づ
き
星
空�

里　

子

ク
ラ
ー
の
な
か
の
う
た
た
ね
さ
め
ざ
め
と�

松　

子

心と
こ
ろ
て
ん太
豪
商
の
町
並
み
赤
ポ
ス
ト�
早
智
子

パ
ラ
ソ
ル
を
差
し
て
大
人
の
気
分
か
な�
比
佐
美

汗
流
し
ひ
た
す
ら
打
込
む
つ
ち
の
音�

扶
喜
子

昼
寝
と
は
老
に
極
楽
寿
い
の
ち
な
が�

恵　

宝
愛
句
ら
ぶ 

（
中
央
区
）

父
母
の
眠
る
故
郷
蝉
し
ぐ
れ�

和　

子

手
花
火
を
お
そ
る
お
そ
る
と
受
く
る
孫�

悦　

子

秋
茄
子
を
焼
き
茄
子
に
し
て
夕
餉
か
な�

千
枝
子

ま
だ
動
く
身
体
に
感
謝
盆
踊�

道　

子

鳴
き
尽
き
し
路
上
の
蝉
を
草
の
上へ

に�

丘　

セ
ミ
穴
の
数
だ
け
生
き
た
証
か
な�

和　

志

盥た
ら
い

船ぶ
ね

順
番
待
ち
の
磯
遊
び�

啓　

臣

梅
の
美
会
（
兵
庫
区
）

一
口
が
胃
に
凍し

み
わ
た
る
か
き
氷�

藤
田
ユ
イ
子

菊
日
和
波
乱
万
丈
八
十
路
か
な�

山
口　

茂
子

盆
に
来
て
三
度
振
り
向
く
帰
る
子
や�

藤
井　

歌
子

秋
立
つ
や
よ
り
青
い
空
白
い
雲�

岡
田
富
早
恵

夕
凪
に
食
欲
も
な
く
一
人
膳�

山
田　

朝
子

新
米
の
湯
気
の
向
う
の
笑
顔
か
な�

粟
野　

富
江

ひ
ま
わ
り
句
会
（
北
区
）

浴
衣
着
て
金
魚
す
く
い
に
は
し
ゃ
ぐ
児
ら�

石
井　

敏
子

あ
が
り
ぐ
ち
小
さ
き
靴
や
夏
休
み�

辻　

寿
賀
子

ひ
よ
ど
り
台
句
会
（
北
区
）

被
災
地
の
田
に
も
水
引
き
田
植
え
か
な�

塩
見　

光
子

柿
若
葉
ふ
る
さ
と
里
の
寿
司
な
つ
か
し
き�

田
中　

弘
子

月
下
美
人
湿
る
家
中
清
め
た
る�

中
井　

光
子

ス
リ
ッ
パ
の
音
の
鈍に

ぶ

さ
や
梅
雨
最
中�

矢
谷
登
美
子

北
斗
句
会
（
北
区
）

安
治
川
に
無
料
の
渡
船
草
の
花�

黒
田　

久
江

送
り
火
の
消
え
て
独
り
の
夜
と
な
り
ぬ�

久
松　

礼
子

母
真
似
る
小
さ
き
合
掌
魂
送
り�

増
田　

嗣
夫

湯
の
町
を
バ
イ
ク
で
走
る
盆
の
僧�

秋
山　

弘
之

秋
風
に
乗
り
来
る
沖
の
遠
汽
笛�

岸
下　

正
二

ひ
ぐ
ら
し
や
自
由
研
究
あ
と
十
日�

松
本　

洋
子

見
山
台
新
樹
会
（
北
区
）

抱
っ
子
さ
れ
手
に
一
本
の
き
ゆ
う
り
持
つ�

松
隈　

弘
子

朝
凪な

ぎ

や
ま
ど
ろ
み
に
み
し
母
の
笑
み�
貞
永　

弘
子

石
の
横
山
椒
魚
と
に
ら
め
っ
こ�
高
石　

勝
行

涼
も
と
め
木
陰
に
入
れ
ば
蝉
時
雨�

佐
溝
満
喜
子

老
蛍
の
声
の
み
聞
こ
ゆ
大
け
や
き�

丸
尾　

嘉
子

時
鳥
鳴
く
や
廃は

い

村そ
ん

静
ま
れ
り�

石
本　

宏
一

蝉
し
ぐ
れ
お
盆
過
ぎ
て
小
さ
き
声�

藤
田　

和
夫

新
長
田
地
区
和
楽
会
俳
句
同
好
会
（
長
田
区
）

台
風
来
ラ
ジ
オ
聞
き
入
る
夜
も
一
人�

有
賀　

英
子

ふ
る
里
の
匂
い
と
と
も
に
今
年
米�

益
井　

信
子

紅
葉
降
る
夕
日
の
足
湯
友
二
人�

木
村　

ト
キ

地
蔵
盆
子
供
に
菓
子
を
渡
す
役�

竹
内　

幸
子

採
血
の
帰
路
の
空
腹
冷
や
し
麺�

竹
内　

孝
人

桃
山
台
ク
ラ
ブ
文
芸
部
（
垂
水
区
）

終
戦
日
尊
し
平
和
守
り
ゆ
く�

田
畑
美
恵
子

昼
下
が
り
蟬
も
沈
黙
秋
何い

ず

こ処�

大
上　

昭
敏

き
ら
く
句
会
（
西
区
）

先
駈
け
も
し
ん
が
り
も
謎
蟻
の
列�

森
本　

珠
実

咲
き
初
め
る
夕
す
げ
向
か
う
友
の
家�

大
橋　

治
子

か
た
つ
む
り
生
れ
た
ば
か
り
の
背
伸
び
か
な�

尾
上　

正
紀

紫
陽
花
や
隣
家
同
士
で
色
競
い�

喜
田　

弘
征

汗
だ
く
の
配
達
の
人
笑
顔
な
り�

阪
本　

道
子

へ
そ
曲
が
り
胡
瓜
は
く
の
字
に
な
り
た
が
り�

田
野　

育
利

◆
個
人

温
暖
化
季
語
を
見
直
す
神
無
月
　�

（
東
）
北
田　

建
樹

暑
き
か
な
二
十
四
パ
リ
熱
き
か
な�

（
灘
）
福
井　

悦
子

二
度
三
度
風か

ぜ

試
し
み
て
扇
子
買
ふ�

（
灘
）
山
上　

幸
子

秋
袷
心
踊
ら
せ
歩
を
早
め�

（
灘
）
安
田
奈
美
江

紫
陽
花
に
競
ふ
彩
あ
り
傘
の
波�

（
北
）
馬
場
み
つ
え

柿
落
ち
葉
重
な
る
ほ
ど
に
夜
の
雨�

（
北
）
山
田
キ
ミ
子

清
流
の
落
ち
合
う
故
郷
天
の
川�

（
須
）
福
本　

和
恵

松ま
つ

が
池い

け

水す
い
め
ん面
乱み

だ

る
秋
時
雨�

（
垂
）
木
村　

敏
博

夏
来
た
れ
ど
雨
戸
の
多
し
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン�（
西
）
寺
岡　

洋
子

川
　
柳

川
　
柳

桂
木
ひ
ふ
み
会
（
北
区
）

あ
の
小
言
ク
ス
リ
と
な
っ
て
蘇
る�

荒
木　

宗
Ｑ

わ
が
余
生
神
に
委
ね
て
高
高
枕�

京
念
久
美
子

毒
薬
頼
っ
て
生
き
る
還
暦
後�

笹
岡　

淑
子

簡
単
で
難
儀
で
も
あ
り
委
任
状�

杉
尾　

悦
子

君
と
我
委
任
状
な
ど
水
く
さ
い�

大
和
ケ
ン
ト

筑
栄
会
（
北
区
）

宿
に
着
き
ゆ
か
た
を
合
わ
す
二
人
連
れ�

か
ほ
う

恋
文
に
返
事
欲
し
く
て
切
手
入
れ�

ま
さ
こ

ダ
ン
ゴ
虫
イ
カ
ツ
イ
姿
ア
ル
マ
ジ
ロ
？�

三　

茶

そ
の
昔
浴
衣
は
お
し
め
へ
リ
サ
イ
ク
ル�

あ
き
ら

花
切
手
楽
し
い
気
持
乗
せ
て
貼
る�

か
を
る

切
手
軍
値
上
げ
ス
マ
ホ
に
苦
戦
中�

勢　

似

切
手
貼
り
送
る
相
手
に
メ
ー
ル
を
し�

つ
く
し
ん
ぼ

◆
個
人

連
れ
添
え
ば
知
ら
ず
知
ら
ず
に
似
た
者
夫
婦�（
東
）
早
川
キ
ミ
エ

こ
れ
息
子
孫
の
会
話
は
日
本
語
か�

（
東
）
増
田　

芳
之

霧
た
ち
こ
め
島
々
お
ぼ
ろ
風
水
画�

（
灘
）
都
倉　

知
子

お
前
呼
ば
わ
り
す
る
人
品
格
な
し�

（
北
）
北
野　

利
一

あ
の
世
へ
は
運
賃
い
ら
ぬ
い
ず
れ
逝
く
と
こ�（
北
）
小
林　

弥
生

甲
子
園
歴
史
刻
ん
で
一
世
紀�

（
垂
）
小
髙　
　

肇

ご
っ
つ
あ
ん
で
済
ま
す
議
員
の
お
気
楽
さ�

（
須
）
久
山　

節
子

◆
個
人

立
秋
も
初は

つ
あ
き秋
も
な
く
今
朝
の
窓
暦
を
告
げ
に
か
蜩

ひ
ぐ
ら
し

は
鳴
く�

（
灘
）
上
田　

節
子

港
町
神
戸
元
町
夜
も
更
け
て
霧
の
波
止
場
に
ジ
ャ
ズ
シ
ン
ガ
ー�

（
中
）
朝
岡　

俊
之

楽
し
み
は
サ
ロ
ン
仲
間
と
お
茶
時
間
い
つ
の
間
に
や
ら
私
最
高
齢�

（
兵
）
大
賀　

清
子

遠
き
日
に
思
い
め
ぐ
ら
す
星
の
村
君
と
眺
め
し
満
天
の
星�

（
須
）
江
口　

啓
子

種
蒔
き
し
夏
の
庭
辺
の
お
ち
こ
ち
に
白
花
清
し
笹
百
合
の
咲
く�
（
垂
）
堀
江
千
生
子

茄
子
三
つ
胡
瓜
三
本
の
収
穫
は
ひ
と
り
食
す
に
余
る
豊
作�
（
西
）
増
田　

當
代

花
山
短
歌
会
（
北
区
）

八
月
の
セ
ミ
鳴
く
朝
の
山
青
く
稲
の
直
立
花
白
じ
ろ
と�

船
崎
め
り
子

一
人
居
の
静
か
な
空か

ら

の
ガ
レ
ー
ジ
も
他
府
県
ナ
ン
バ
ー
盆
の
八
月�

清
水　

惠
子

シ
ャ
モ
ジ
は
曲
が
っ
て
い
る
か
ら
良
い
ん
だ
よ
父
の
口
癖ク

セ

腑
に
落
ち
な
い
が�

富
田　

夢
助

年
と
り
て
弱
く
な
り
ゆ
く
わ
が
体
病
気
に
は
負
け
た
く
は
な
し�

礒
元
カ
ヨ
子

絵
の
旨
き
友
の
個
展
を
珍
ら
し
く
夫
と
訪
い
た
り
楽
し
ひ
と
と
き�

山
田
加
壽
代

母
の
日
に
娘
よ
り
届
き
し
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
そ
う
よ
私
ま
だ
赤
く
咲
く�

古
林　

保
子

【灘区】灘中央第一旬行クラブ
菅原　知香

とっておきの作品
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北�区� 桂木ひふみ会　吉岡　安子さん

私を救った運命的な作品
中央区� エバーグリーン寿会　吉田　晃さん

音楽は人生を彩る

長田区 長楽すみれ会　荒川　博之さん

誰もが楽しめる活動を追求

◆
募
集
期
間

　
　
　
　

締
切
は
発
行
月
の
前
々
月
15
日
必
着
で
す
。

　
　
　
　

詳
し
く
は
左
記
の
通
り
で
す
。

た
く
さ
ん
の
ご
投
稿
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

掲
載
月　
　
　
　
　
　
　

投
稿
募
集
期
間

１
月
号
↓　

９
月
16
日
～
11
月
15
日

３
月
号
↓　

11
月
16
日
～
1
月
15
日 

５
月
号
↓　

１
月
16
日
～
３
月
15
日

７
月
号
↓　

３
月
16
日
～
５
月
15
日

９
月
号
↓　

５
月
16
日
～
７
月
15
日

11
月
号
↓　

７
月
16
日
～
９
月
15
日

◆
投
稿
募
集

　　

文
芸
欄
へ
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
皆
さ
ま
の
作
品
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

　

作
品
、住
所
、電
話
番
号
、単
位
ク
ラ

ブ
名
、お
名
前
を
必
ず
ご
記
入
く
だ
さ

い
。

（
投
稿
先
）

〒
６
５
０
ー
０
０
１
６　

神
戸
市
中
央
区
橘
通
３
丁
目
４-

１

　

Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
事
務
局

　
　
　
　
　
　
「
広
報
紙
〇
〇
係
」

　
　
　
　
　

FAX
３
４
１
ー
８
５
２
４

※
〇
〇
は（
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
・へ
な
ぶ
り
）等

あとがき
　健康長寿のためには「健康脳」が必
要不可欠だそうです。「健康脳」とは、
脳の血流がよく、代謝が非常に高い状
態にあり、活発に動いていることを
いいます。そのためワクワクする知的
好奇心を常にもつことが大切です。こ
れは難しいことではなく「好きなこと
をする」「趣味を持つ」ことで大丈夫。
今回の「会員さんいらっしゃ～い！」
でも皆さんが好きなことに熱中する姿
をご紹介させていただきました。ぜひ
人生 100 年時代を楽しみましょう。

　吉田さんは現在89歳。大空襲を3回も経験
しており、終戦を迎えたのは11歳の時でした。
家の前が麦畑で、爆風ですべて飛んでしまい次
の日に百姓の方が唖然と畑を見ていた光景を
今でも鮮明に覚えているそうです。
　そんな吉田さんの音楽人生。はじめて楽器
にふれたのは３歳の時で、叔父さんからもらっ
たアコーディオンだったそうです。この楽器が
音楽人生の原点となり、中学生時代にはクラリ
ネット、成人後も西宮交響楽団に所属していま
したが、就職し営業部に配属になってからは忙
しくなり、一度は音楽から離れ以来50年が経過。
定年後に周りからの勧めで老人クラブに入会し
「また音楽を始めたい！」「皆さんに披露したい！」
「聴いてもらいたい！」との思いから音楽教室
にも通い始め今にいたります。
　ジャンルはクラシックやジャズが主でしたが、
最近は演歌が多いとのこと。練習の成果は、老
人クラブの定例会後の交流会で演歌の曲をサッ
クスで伴奏し披露しています。サックスの音色に
あわせ会員の皆さんの自慢の歌声が会場に響
きわたる楽しいひとときを過ごしているそうです。
　また、童謡歌唱の会にも参加し、得意なパソコ
ンスキルを生かして楽譜のアレンジもしています。
その数なんと500曲。その他「ひよこクラブ」と
いう楽団を立ち上げリーダーとして会員の皆さ
んを引っ張るなど、まさに音楽一色の人生です。
　最後に吉田さんに若さの秘訣をたずねると
「探究心とやり切る力」とのこと。最後まで諦
めずに物事に取り組むための様々な方法を考
え、試すことが良い刺激となっているそうです。
また食事も毎日3食しっかり食べ、腹八分目を
意識し、好きな音楽を聴いてストレス発散。こ
のサイクルがいきいき輝く元気の秘密だと分か
りました。

　吉岡さんは70代に差しかかる頃、人に勧め
られたわけでなく、桂木ひふみ会の雰囲気と会
長の人柄に強くひかれ、自ら入会しました。
　入会前は70代に入るまで子育に専念し、子
ども中心の生活でした。あわせて長年趣味で
絵を描いており、日本南画院に所属し展覧会を
開催するなど、絵の活動を積極的に行っていま
した。しかし、強度のうつ病を患い、6〜7年
間は絵を描けない日々が続きました。創作意
欲を失い、当時は絵に関する道具や画材を見
るのさえ辛くなり、捨てたくなることもあったそ
うですが、結果それを捨てなかったことが、今
の吉岡さんにとって大きな心の支えとなりました。
　絵を描くことを辞めた後、何か新しいことを
始めようと詩吟教室に通うなど挑戦をしていた
ある日、新聞で紹介されていた個展の記事に
目が止まり、その作品をどうしても見たいという
強い気持ちにかられ、実際に足を運び鑑賞しま
した。その作品を見た瞬間、今までにない感
動を味わうとともに、再び絵を描く意欲が湧き
おこったそうです。現在は、そんな運命的な作
品を作った方より指導を受けながら絵の勉強
を続けています。
　過去に苦しんだ時期
があったからこそ、今の
吉岡さんは毎日をより
楽しく充実した気持ち
で生きることができて
いると力強く語ってくれ
ました。
　今は、上手に絵を描
こうとせず、自分の心で
感じたありのままの感情を表現したいと思って
いるそうです。これからも創作活動を通して多
くの方の心を動かし、パワーを与え続けてくだ
さい。

　長田区老連の長楽すみれ会の会長である
荒川さんは今年で82歳を迎え、最近では不
整脈により３度倒れた経験があるとのことで
すが、そのようなことをまったく感じさせない
ほど若々しく大変お元気そうです。趣味は雅
楽で、以前はご自身で竜笛の奏者もしていた
ご経験もあるそうです。
　老人クラブには65歳になってすぐに奥様
と一緒に入会されました。そして前会長か
らの推薦もあり、今から5年前に副会長に就
任、令和4年には前会長から引き継いで長
楽すみれ会の会長職を務めています。
　会員の減少が大きな問題となっている中
で、荒川さんは少しでも会員の皆さんに楽し
んでもらうきっかけを提供するため、月３回
落語会を開催しています。また時には外部
のマジシャンを呼びマジックショーを行うな
ど趣向を凝らし様々なイベントを実施してい
ます。そのおかげで以前は会員が39名でし
たが、現在は54名にまで増加することに成
功。日々荒川さんが皆さんを笑顔にしたい
と尽力しながら楽しく魅力的な活動を展開
していることが老人クラブの活性化に確実
につながっています。
　老人クラブ活性化には、会員だけでなく、
外部も含めて、いろいろな方の協力を得な
がら活動することが大事とのこと。「自分だ
けが楽しむのだけでなく、どんな方でも一緒
に楽しむことができる雰囲気づくりと活動を
これからも目指していきたい」と笑顔で意気
込みを語っていただきました。これからも新
たなことに挑戦し続けるチャレンジ精神を大
切に、老人クラブの活動をとおして健康長寿
を実現していってください。

会員さんへインタビュー vol.4

員さ員さんんいらっしいらっしゃ〜いゃ〜い！！会会
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令
和
６
年
９
月
26
日
（
木
）
か
ら

９
月
30
日
（
月
）
ま
で
の
期
間
、兵

庫
県
民
会
館
２
階
大
展
示
室
に
て

「
第
59
回
神
戸
市
高
齢
者
美
術
作

品
展
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
期
間

中
、合
計
710
名
が
来
場
し
、多
く
の

人
々
が
高
齢
者
の
方
々
に
よ
る
素

晴
ら
し
い
作
品
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。

今
年
は
、洋
画
107
点
、日
本

画
28
点
、書
15
点
、写
真
48
点
、

陶
芸
16
点
と
、合
計
214
点
の
作

品
が
出
展
さ
れ
、昨
年
の
出
展

数
を
20
点
以
上
上
回
る
結
果
と

な
り
ま
し
た
。
最
年
長
の
出
展

者
は
96
歳
の
方
で
、日
本
画
部

門
に
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

９
月
25
日
（
水
）
に
行
わ
れ
た

審
査
で
は
、各
部
門
ご
と
に
金

賞
、銀
賞
、銅
賞
、努
力
賞
が
決

定
さ
れ
、多
く
の
出
展
者
が
そ
の

芸
術
的
な
才
能
を
評
価
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
展
覧
会
は
、地
域
の

高
齢
者
が
創
造
力
を
発
揮
す
る

場
と
な
り
、来
場
者
に
も
大
き

な
感
動
を
与
え
ま
し
た
。

個
性
と
研
鑽

個
性
と
研
鑽

　
　
　
　
214214
点点
花
開
く

花
開
く

【陶芸  金賞】　【陶芸  金賞】　
灰釉彩鉢「残照」灰釉彩鉢「残照」
川村　良幸川村　良幸

【写真  金賞】　【写真  金賞】　
「漁火」　濱口　榮司「漁火」　濱口　榮司

【書  金賞】【書  金賞】
「金分㝬　臨書」　中西　喜雄「金分㝬　臨書」　中西　喜雄

【洋画  金賞】　【洋画  金賞】　
「この先は何処（神戸・猿のかずら橋）」「この先は何処（神戸・猿のかずら橋）」   森　和夫   森　和夫

【日本画  金賞】【日本画  金賞】　　
「雪景の室生寺」　中林　好弘「雪景の室生寺」　中林　好弘

▼金賞・銀賞・銅賞受賞者一覧　（敬称略）
洋　画 日本画 書 写　真 陶　芸

金　賞 森　　 和夫 中林　 好弘 中西　 喜雄 濱口　 榮司 川村 　良幸

銀　賞 山下　 紀司 大谷　 順子 草西　 信守 守野　 　弘 泉　　 潤一

銅　賞
仲川　 富子 窪田　 節子 吉岡 百々代 梅谷　 一郎 八尾 　博子
太田　 豊和 島田　 信一 藤本 　節子 藤田　 郁夫 本位田美也子

第
59
回�

神
戸
市
高
齢
者
美
術
作
品
展


